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I 研究の立場

[1 研究の歩み

わたしたちは，平成15年から 3年間「運動の楽しさを実感する体育科授業の創造」と

いう主題の下，運動の楽しみ方を発見 ・工夫する力(思考力 ・判断力)と技能をともに

高めるための学習内容や指導方法 ー

について研究してきた。

そして，平成18年度から運動の

特性に触れる楽しさを実感する子

どもを目指して， 1運動に熱中 ・没

頭する体育科授業の創造Jを研究

テーマに研究を行ってきた。

l年次の研究では，運動に熱

中 ・没頭する授業づくりの基本的

な考え方を明確にし，運動に熱

中・没頭する子どもの姿を想定し，

明らかにした。 【図 1 運動に熱中・没頭する体育科授業像】

2年次の研究では， 三つの培いたい力の関連から技能の高まりに着眼点をおき，運動

の特性や技の系統性，子どもの実態を考慮した上で技能の高まりを中心とした学習内容

の見直しを図り，運動に対する関心-意欲 -態度や運動の楽しさを発見 ・工夫する力を

高めることができた。しかし，単元途中において技能が高まらなかったことにより， 関

心・意欲・態度が高まらない状況が見られた。

12 本年度の研究の方向

体育科の授業における学びは，運動の楽しさを味

わって日常の運動につながっていくものである D 運

動の楽しさとは，友達と協力しながら体を思いっき

り動かし，新しくルール ・作戦 ・動きのコツ等を発

見して，技能を高められる楽しさである O 特に，技

能を高めることを目指すことで 「できるようにな

りたLリ「挑戦したいJ等の意欲も高まると考える。

これまでの授業実践を振り返ってみると， 三つの培

いたい力はバランスよく高まってきている O しかし，

単元途中において意欲が高まらなかったことがあり ，

これは，技能の高まりという視点で見ると，発見し

たルールや作戦 ・動きのコツを生かすことができず，

意欲が高まらなかったと考えられる O

そこで， 1もっとできるようになりたいJ1もっと

いろいろな動きに挑戦してみようJ等の願い ・憧れ

を達成していこうとする欲求を持たせる必要がある

と考える O そのためには できる楽しさを味わえる

学習内容や学習指導等の改善に焦点をあてる必要が

ある O

運動教材

子ども
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【図 2 運動の楽しさの深まり】
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また，新学習指導要領においても「基礎 ・基本を培い，もっと楽しい授業をJIでき

る楽しさを重視した学習指導」と示されており，方向性は同じであるととらえる O

これらのことから，子どもが運動意欲を高め，技能が高まることにより，運動の特性

に触れる楽 しさを実感することを願い，以下の ようなサプテーマを設定した。
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目指す運動に向けて段階的に「できるJrわかる」感覚
自己清有国惑 を味わいながら「自分にもで、きる」としづ気持ち。(自

己の可能性を感じたとき)

目t旨す運動に向けて 「どのようにしたらできるように

自己決泡惑
なるのか」としづ気持ちをもち，その方法を見出し，
やり抜こうとする気持ち。(この練習をすれJ主きっと
できるぽずだという，学習lこ価値を感じたとき)
「できるようになりたい'Jr，勝ちたい」という気持ちを他

受容感
者と共有でき，自分の考えが他者に受け入れられ，その中
で学習していることを感じる気持ち。(他君との学び合い
によって学習したことが，学習に生かされたとき)

【図 3 運動意欲と認知面の関係】
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わせながら，運動の特性に触れて運動に熱中 ・没頭している O また，運動意欲は情意面

(関心・意欲・態度)の高まりだけでなく，認知面(運動の楽しみ方を発見 ・工夫する

力や技能)の高まりも考え，情意面と認知面の双方向の関係にも着目して考える必要が

ある O 例えば，認知面を指導する場合には，教師の言葉かけ等による情意面の喚起が必

要である O また，思考活動の時間に発見した動きのコツを生かして 技能が高まってい

くと，さらに情意面の高まりを促進することになる O

つまり， 運動意欲を高めるとは，運動意欲の基となる感覚を味わわせ，運動の楽しさ

を深めて，運動の特性に触れることである。

[2 運動意欲を高める学習指導とは ) 

今シリーズの l年次に設定した運動に熱中 ・没頭する子どもたちの姿に対して， 運動

意欲の基となる感覚から姿を見取り 三つの培う力を確実に身に付けさせていくことが

大切である。また，想定した運動に熱中・没頭する姿に対して三つの培う力が確かに高

まった姿が見取れたときは 2年次に設定した学習内容を確実に定着させるための具体

的な指導方法を吟味していく O

しかし，子どもたちの姿が想定どおりでない場合は 図4のように運動意欲の基と

なる感覚のどれが不足しているのかを見取り，その視点から学習内容を見直し，その学

習内容を確かに定着させるための指導方法を吟味 していく必要がある O
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【図 4 運動意欲を高める体育科授業の学習指導例】
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運動意欲を高める学習指導とは，高まっていない運動の基となる感覚に，新たな学習

内容や指導方法を基に，学習をしていくことで運動の楽しさを味わわせることである。
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(3 運動意欲を高める学習指導の具体化

子どもの運動意欲を高めていく学習指導を行う際， 三つの培いたい力を高めていくため

に，r目標(目指す子どもの姿)J r学習内容Jr指導方法Jを具体化していく ことが大切で

ある。そこで， 1年次研究で明らかにな った運動に熱中 ・没頭する子どもの姿に より近づ

く授業改善をしていくために， 学習内容の見直しと指導方法の具体化を図ることにした。

(1) 運動意欲を高める学習内容

運動意欲の基となる感覚に着目し，体育科で考えている感覚で，どの感覚が不足して

いるのかを明確にして，現在不足していると考えられる感覚を感じさせられるような学

習内容の見直しを図る ことにした。下の図では指導過程ごとに学習内容の要件をおき，

運動意欲の基となる感覚に着目した学習内容を設定する O

O めあてを設定する場面 における要件 [つかむ・見通す段階]
子どもが|できるようになりたし、JIやってみたしリと思えるような学習内容
子どもが r~ したらできそうだJ と 見通しを立てられるような学習内容

友達の示範を基に.技に挑戦してみて. どの部位のどんな

動きに気を付ければできそうだと思える学習内容

子どもが， 中核をなす動きの局面が見付けやすい

多様な場が選択できる ような学習内容

感を味わわせながら，運動の特性，技の系統性が明確で，

動きの感覚や技能が他の!WJきの習得に生かされる学習内容

O 動 きのコツがわかっていても運動がうまくできない場面にお ける要件

[挑戦・工夫する段 階]

子どもの発達的特性や動きのコツを発見する順序性が明確な学習内容

運動の中核となるtJJきの重点化が図られた学習内容

自分に合った活動の場で十分挑戦し，伎能を高められる学習内容

るような学習内容

生かす段階Jで技能
を実感できる学習内容の要件を位置
付ける。このことによって自分に
もできた」というできる楽しさから
自己有能感や roo君にコツを教え
たら動きができたそ。Jと感じる受容
感をもたせ，個々の運動意欲を高め
ることができる。

O 自他の技能の伸びを実感する場面における要件 [生かす場面]

今回，特に導入段階において，自分の目指す姿をイメージさせるために， 1友達の示

範Jを設定し互いに教え合うことに よって受容感を味わわせる O また，挑戦・工夫する

段階において互いに動きを観察し，模倣を行ったり，個に応じた類似運動を行ったりす

ることによって「できそうだ」という感覚をもたせることができる O

「一177iflf73・5 ~ト左ー1)v竺元Z士Ztyfxprヂナトマて17ZZロぞ，-jtfjr弓ff51
:を工夫したり，生かしたりしていくことによって運動そのもののもつ特性を味わわせ !

iょうとするものであったが，単元半ばで「関心 ・意欲 ・態度」が高まらないことがあ ;

lった。これは，学習する中で発見したルールや作戦等がチームの力としてゲームに生 i
lかせず， 1この練習をしたら勝てるぞ。」という自己決定感や 100君が考えた作戦が l

lうまくいったぞ」という受容感が不足していたと考えた。

! そこで，準備運動段階で目指す動きの示範を通してイメ ージしたことに よる個々に l
i応じた類似運動や，挑戦 Iにおいてドリルゲーム，タスクゲームを行い，各自の技能 i
lを高め，ゲームに生かそうとする学習内容を設定した。
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(2) 運動意欲を高める指導方法

見直した学習内容から運動に熱中 ・没頭する子どもの姿を表出させるための指導方

法とは，運動意欲を高めていくプロセスにおいて，教師が準備しておくものである O

運動意欲を高める指導方法を表 2のように学習内容に応じた「学習過程Jr学習活動」

「学習形態Jr学習の場Jr教師の具体的な働きかけJr評価方法Jという視点で考え

ていく ことにした O

そこで，表3のように具体的な指導方法を位置付け，運動意欲を高め運動に熱中 ・

没頭する体育科授業を行うことにする O

【表 2 運動意 欲を高める指導 方法の視点の基本的な考え方】

指幕方?卸視点 基本的な考え方

O 1単位時間の学習 過程では「不範 ・類似運動 ・模倣=今挑戦=今振 り 返 り 」 等 を通して

学習過程 コツの発見を行ったり，ノレールやコート，作戦を工夫したりする。

O 1単元では，コツを生かして練習をする時聞を単元の途中に設けるようにする。

学習活動 O 目指す動きに対して，現在の自分の力を認知し，めあてを決め，その解決に 向けて

友達との学び合いを 通して自分の動きを客観的に気付かせ，運動に取り組む。

学習形態 O 互 い の 動 き を 見 合 いながら動きのコツに気付かせたり，互いに助け合って学習 に 取

り組んだりするために ， 異 質 グ ノ レ ー プ を 編 成 し て 活 動 を 行 う こ と を 基 本 に す る。

学習の場 O 運動量を確保でき る場 O 技能の定着を図る場

O 個人差に対応でき る 場 O 高 まりを評価でき る場 等

耕市の王立柏な O 技能の両まりを目指させるために，称賛，激励，助言を行う 。

働きカヰナ O 動きのコ ツに気付 か せるために，板書を工 夫 したり ，発問を行ったりする。

評 価方 法 O 学習カ ー ド，体育ノート，日記等を基に自 己評価する。

O 友達の動きを模倣するこ とを通して相互評価を行う 。

【表 3 指 導 方法の視点 を基にした具体修日

課程 学習活動 学習形態 学習の場 働きかけ 聖書i~ò~t 評価方法

O 単π初めに，既習の学習で身 O これまでにどのようなめあて 自己 O 自分にあっためあてを立てるためにじっ

に付けてきたことを基に，運動 個 学習樹収湯 を立てて学習に取り組んできた 有能感 くり考えている。

ベコ に挑戦し，目指す動きに近付く のかを考えさせる。 診断的評価O 話し合いの場で税嗣句に挙手をしている。
カ3 ためのめあてを立てる。 グループ チャレン、汐コ場O まずは，今持っている力で挑 (事前) O 学習カードをしっかり記入している。

む =今 めあてを解決するために ↓ 戦し，運動を楽しんでよいこと 自己 O 動きのできる友達の姿をじっ と観察して

は，どのような取組をすれば 全体 遼副Jを易しく をイ云える。 決定感 学習カード いる。

見 よL、か見通しをもたせる。 する揚 O 個人のめあてを基に，全体で 体育ノート O 自分がどの類似運動に挑戦すればいいか

通 O 目指す運動に向けて，感覚や 話し合い，クラスみんなで取り 受容感 資料から考え取り組んでいる。

す 技能を高める運動に取り組む。 組むめあてを話し合わせる。 O 類似運動に積極的に取り組んでいる。

-友達の示範を見る O 友達の示範や絵図資料を基に O 運動に何度も繰り返し挑戦している。

-個々の課題に応じた類似運動 本時で目指す動きをイメ ージさ O 動きのできない友達にアドバイスをして

に挑戦する。その中で友達の せる。 し、る。

動きをまねる。 O 白指す運動に向けて，どのよ O 自分のできばえを友達に見てもらおうと

司 自分の姿に気付かせる。
うな類似運動が大切であるかを してし、る。

捉えさせ，個に応じて段階的な O 友達の動き唱とまねて 「今，こうなってい

運動を提示し，取り組ませる。 たよ」等と言って友達にポイントを気付か

せている。

相b
O 動きができるようになるため 選副t正樹溺呆 O 動きのコツができるようにす

自己 学習カー ド
O 友達の動きをみて，コツを発見して自分

に友達と協力し合って，動きの する場 るためにはどの部位やどの動き の動きに生かそうとしている。
戦

コツを発見したり ，コツを生か
個

に気をつければよいのかを視点、 有能感 体育ノ ートO 動きができない友達の補助を熱心に行つ

して練習に取り組んだりする。 ilI動を易しく を与えて運動観察をさせる。 ている。
工 グループ

夫
O 全員が楽しめるようにノレーノレ する場 O 友達の動きをまねて動きの感

自己
O 友達のアドバイスを基に練習に取り組ん

す
を工夫したり，作戦を考えたり 全体 じを伝えるo

決定感
でいる。

する。 個メ畠こ却EO ノレールや作戦を生かすためにチ O 自分たちにあったノレールを考えている。
る できる場 ームの実態に応じた具体的な助 O チームの課題に応じた作戦を考えている。

言 ・激励・称賛をする。 受容感 O 大会に向けた動きに熱心に取り組んでい
安針生を嫡呆 る。
できる場

O めあてに向かつて取り組んで 個人遇改応 O 発表の場は子どもたちの個々
自己

形成的評価 O 大会に向けて一つ一つの動きを確認しな

生
きた成果を全体の場で発表する。

全体
できる場 に応じて，選択させたり，場を

有能懐
(授業後) がら練習に取り組んでいる。

カミ -学習カードをもとに自己評価 設定する際に助言を行ったり し 学習カー ドO 友達の動きのできばえやノレーノレ・作戦の

す
や相互評価をする。 高まりを調E て決めさせる。 体育ノート 工夫に対して，よさを発表することができる。

司 自他の高まりに気付き，意 できY4¥l O 自己評価や相互評価を基に前 受容感 O 単元を通して，学習の振り返りを学習カ

欲をもたせる。 !時と比較させ自他の動きの高ま 総括的評価 ードに記入している。

りや取り組みを称賛する。 (事後)

zu 
'Eム

旬
E
ム



これまで述べてきた指導方法

が，確かに定着させるためには，

子どもの運動意欲を高めていく

プロセスを見取るための教師の

評価と 子ども自ら振り返ること

によって見取ることができる自

己評価や相互評価を行わせてい

くことが大切である D

なぜなら，自己評価や相互評

価で運動に熱中・没頭すること

によって得られる運動の楽しさ

を味わい， 自己有能感や自己決運観商欲を高める自己罰楓相互開面

定感を感じているか，学び合い E

の中で受容感を感じているか見 【図 5 運動意欲を高める自己評価，相互評価の基本的な考え方】

取ることができる D 具体的には，自己評価を行つことに よって，新たな課題を設定でき

たり，練習の見通しをもったりして，運動に取り組むことができるようになる O また，

学習過程の各段階において，活動が停滞していたり 目指す動きができなかったりする

子どもたちに対 して教師や友達同士から言葉かけ(助言・称賛・激励)をされ， 自分自

身を見つめ直すことができる。

また，この運動意欲の基となる感覚に着目した相互評価を行うことは，この感覚に気

付かせ，運動する価値を培わせることができると考える O

そこで，この相互評価を行うためには， 互いの動きを見合ったり，考えを伝え合った

りする場を意図的に設定し，互いのよさを認め合うことが大切である。その際，一人一

人の運動への思いや考えが尊重され，運動が得意な子も苦手な子の考えに耳を傾けたり，

また，苦手な子も自信をもって発言できたりする情報交換ができる場を設定できること

が大切であると考える O

このような相互評価は 運動意欲を高め合い 三つの培いたい力を確実に身に付けて

いくことにつながる。この相互評価は，自己評価と関連させて学習カードや体育ノート，

日記等で行う O 評価例として授業後の児童の 日記を記載する O
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運動に熱中・没頭する姿(目標)
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授業プラン例皿

1 単元の目標

(1) Iスパッとシュートを決めたいJIみんなで力を合わせて勝ちたい」

全を確かめながら，教え合い励まし合って運動ができる。

(2)全員シュートを 目指して得点する喜びを味わえるノレーノレを工夫したり，相手チームに勝つためやチーム

の全員が生かされるような作戦を工夫したりすることができる。

(3)味方や相手の動きを見ながら，捕りやすいパスや相手をかわしたドリブノレでボールを運び，胸上から両

手で押し出した山なりの、ンュートができる。

学習内容の設定の意義

本単元 「ノレールを工夫したバスケットボーノレ」は，ノレールを工夫することで，全員がボーノレに触れ， パ

スやドリブル，シュート場面を味わわせるために必要な学習内容である。また， 一人一人にボーノレが回る

回数が増え，個人の技能を高めたりゲームの楽しさを味わったりすることも考えられる。 さらに，類似運

動や ・模倣の学習内容を設定することで，基本的な動きの操作を身に付けさせることができる。

3 評価規準

関心・ 意欲 ・態度II、ンュートを決めたい」などの思いや願いをもち，教え合い励まし合って運動ができる。

学び方 |全員にボールが回るようなルールや作戦の工夫ができる。

技能 |味方や相手の動きを見ながら捕りやすいパスやドリブノレ， 山なりの、ンュートができる。

などの思いや願いをもち，場の安

2 

9 

1
1一「

1

1め

8
一一

枇し楽て
h

フ

し

よ
か
し

生

夫

を

工

ル
を

一
戦

ル

作の

っかむ見通す→|

全員がボーノレに触れることができ

る/レールを工夫しよう。

7 6 5 4 3 2 
4 

挑戦する ・工夫するー争 生かすつかむ ・見通すー告

全員が楽 しむためのルールや作戦を工夫しよ う。

ごユート υ(1-='1)711，..IX:三D
動→模倣

[挑戦n)ゲーム11

ー-l惨範方て

試しのゲーム

をし，学習のめ

あてや計闘を立

てよう。

準備運動
目指す動
きへ挑戦

課 題 確認
.整理運動

の

追

ドリルゲーム ・タスクゲーム

話
し
合
い

整
理
運
動

挑
戦

I
・
H

↓
 

類

似

運

動

模

倣
示

範

類

似

運

動
↓
 

め
あ
て
の
確
認

↓
 

準
備
運
動

{
一
単
位
時
間
の
流
れ
】

o挑戦 1) 杭句
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過
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可
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教師の具体的な働きかけ

一単元でどの程度のゲームができるの

か，見通しを持たせることが大切です。

また，対戦方法を振り返る ことで子ども

たちの期待を持たせることができる。

自己有能感

みんなが楽しめるルールを工夫してい

くことを意識付けるために初めのル

ール」を試合前に提示する。また，ゲー

ムを通して「同じ人だ、けがボールを持っ

たり，シュート したりする」などの問題

点をその都度取り上げることで，全員が

シュー トして楽 しめるゲームづくりへの

を高める。

学習形態・場 ・評価方法

O対戦表の準備。

主な学習活動

1本時の学習について話し合う。

トーナメント-総あたり

チーム名初めのゲームをして，学習の

めあでや計画を立てよう 。

4 
Oコート の設定。

学習を効率的に進めるために，準備の

係や道具を置く位置などについて確認し

ておくようにする。

各チームのゼッケンは，単元通して同

じ色の者を使用させ，休み時間に着用さ

せておくことで，効率的に学習が展開で

きる。

か12準備運動，場の準備

・手，首，足， 肩 な ど

.ボールを使った運動

3はじめのノレーノレを確認しゲームを

する。

〈基になるノレーノレ)

-反則ノレーノレ ・運営ルール

-得点ルール ・勝利の未確定性

Jコ

む

楽しくゲームを展開するために，ゲー

ム前に反員Uノレーノレについては絵図資料等

を用いて確認させる。
「一一一一 一 一 一 一
| 得点ノレールや反則ルーノレなどに分けて |

|みようと問いかける。 I

ゲームをスムーズに展開するために，

ボーノレがエンド ・サイドラインから外に

出た際のゲームの始め方 ・始める位置に

ペコし

0 1チーム 4'"""'5人編成。

[反則ノレール ]
トラ ベ リ ング
ダブル ドリブノレ
ホーノレ ディ ング
トリッピ ン グ
[得点ノレール ]
lゴーノレ 2 点
3ポイント有り
[運営ルール 1

1ゲーム 5分

見

通

す

1 

Oグループ→全体

0評価→学習カード，

シ

つ

が

を

な

ム

ム
一
ん
一

れ
一
み

、ゲ

認
一
て

三

確
一
し

t

を
一
夫

L

て
一
工

楽

あ
一
を

て

め
一
レ

し

の
一
づ

ト

う

元
一
い

一

ろ

単
一
/

ユ

く

AHA
r
 

時

間

目

全員が楽しめるようなゲームにするた

めに，本時のゲームについてクソレープご

とに話し合わせた後，全体で話し合わせ

る。学習カードに，楽しくするための理

由を書かせ意識の高まりを図る。

0示範(全体)

・目指す姿の動きをしている

子どもに示範させる。

・動き のいいと ころを全体で

確認する。

1準備運動

・手， 首， 足，

2めあての確認

ユ
員
を

シ
全
ル

の

屑

両手で山なり
ートをしたり，
が楽しめるルー
工夫した りしよう

多くの子どもがボーノレに触れ，シュー

卜する機会を増やすようにする。

| ノレーノレを工夫する際の視点を持たせぶ 1

Itこめに全員シュートできたか。」と |

!問いかけるようにする。 I
L 一 一 一一一一 一一一一-~ 

118-

【シュート1
・両手で， 胸 か ら突き 出す

・膝や腕を曲げる

【ドリ ブノレ1
・膝や腕を曲げ中腰

.一定の リズムで突く

-パス

3示範 ・類似運動 ・模倣

[類似運動]

-シュー ト
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教師の具体的な働き かけ学習形態 ・場 ・評価方法主な学習活動

ゲームに生かすための技能を高めるた

に，シュート ・パス ・ドリブ、ルの動き

確実にできるようにする。そのため

，個人の技能に応じた類似運動で動き

身に付けさせる。

類似運動の内容は，距離聞や時間など

だけに目を向けるのではなく，目指す動

きを達成させるための工夫が必要であ

る。例えば，膝を曲げてシュー トさせる

ために，地面にボールをつけた状態から

シュートさせる。

膝や腕などの曲がり具合の様子から，

ro度ぐらい曲がっていていいね。Jな

ど，個に応じた動きの良さを称賛する。

自己有能感

0類似運動 (個人)

[ンュート ]

・ゴーノレからの距離を変える0

・片手に挑戦する。(発展)

[パス]

・相手との距離問。

-相手の胸に向けてパスする。

[ドリブ、/レ]

-低い姿勢でする0

.両手で交互にする。

一定の動きを，距離

時間，回数，姿勢などと

いった視点で活動させ，

階的に挑戦させる。

(発展)

二人組みになり ，相手の動きを模倣さ

せることで，自分の動きの状態を認識さ

ることが大切である。その際，身体全

体の姿勢や腕の動きなどとポイントを絞

った状態で模倣させる。

相手の動きを見て，目指す!liJきに近付

けるために，お互いにいい動き，改善し

た方がよい動きなど芦をかけ合うように

する。 受容J惑

「もっと膝を曲げた方がいいよ。Jな

ど具体的な声のかけ方を称賛する。一

方，声かけが上手くできな子どもへは，

「膝や腕の動きはどうなっているの。」

などと助言をして気付かせる。

→相互評価0模 倣(二人組)

ゴーノレ近く

L
rnu
 

判
旬

戦

工
類

似

運

動

腕や肘，目線など

分的に見た りまねたり

させる。

夫

す

る

2 

0場の設定

シュー卜したら帽子の色を変え，見分

けられるようにする。また，自分たちで

ゲームが展開できるようにさせるため

に，審判をチームで分担して行わせ，基

的なノレーノレも身に付けさせるようにす

4ゲーム

[運営ルーノレ]

. 1ゲーム (7分)

[得点ルーノレ]

-全員シュー トボーナス 5点制

.初、ンュート 3点制

・初ゴール4点制 など

3 

時

間

「もっと早 くゴール下に走ってごらんJ

などと，具体的な動き方を示した激励を

する

-移動式ゴーノレで、 2コート

. 3ポイン トゾーンの作成

Oグループ。で、話し合う。

0評価→自己評価， 相互評価

5グノレーフ。で、話し合い

目

全員にパスを回し，シュートができる

ようにするために，シュート面を中心と

した得点の工夫をさせる。そのことによ

り勝ちたい ・シュートしたし、Jとい

う願し、がかなうとともに，個の技能の高

まりをめざす。 自己決定感

グループの話し合いでは，得点ルール

ヂついてチームとしての考えを話し合わ

る。また，自己評価カードに，活動を

して自分を振り返らさせ次特に生かせ

ようにさせる。 受容感

6全体で話し合い

る
ト
ル
シ
ル
で

す
一
一
り
ブ
も

夫
ユ
ボ
回
リ
と

工
シ

'
に
ド
こ

を
が
に
子

・
る

ル
員
も
の
ス
め

一
全
と
く
パ
高

ル

'と
多

・
も

点
で
る
り
ト
能

。

得
と
き
よ
一
技
る

こ
で
が

ユ
の
き

rooの理由から -J という述べ方が

できるように助言する。

-シュー トはできたか。

-全員がシュートするには。

などと視点を「シュー ト」

において話し合わせる。
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友達の工夫 ・発見したコ

や作戦と，自分の考えを比較

し自己評価に生かす。
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主な学習活動 学習形態・場 ・評価方法 教師の具体的な働きかけ

1準備運動 0チーム 毎( チー ム全 体 ・個)レ， チームの実態を把握して，自分たちな

-手，首，足，肩など -シュート，パス ， ドリブノ りの作戦を考えさせ，チーム練習をさせLチ ー ムの課題を明確にjることで，それぞれの役割分担やポジシ
4 ョニングが明確になり，次時のゲームへ

時 2めあての確認 練習内容を考えさせる 期待を持たせる。 自己有能感

間
ノ レー ルを生かすため ‘ 

チーム練習を考える際，チームの実態

目 チームに応じた練 0作戦の工夫 を基にお五いの考えを述べ合い，考えを

習 をしよう 。 -作戦板の準備
高めるようにする。 受容感

「 チームの実態を把握させるために，
『

→画用 紙 I rどんなととができるようになるといい l 

→鉄板に磁石(2色) など | のか。」などと発問 」

1準備運動 0類似運動
それぞれの技能をゲームの中に生かす

-手 ， 首 ， 足 ，肩など -=歩ランニングPシュートて
ために，チーム対抗でシュートやパス ・

2めあての確認 -ドリプル及びパス ドリフマル競争をさせる。また. 1つ1つ

の動きが確実にできるようになることを
みんながシュートで F 一 定の移動を入れた動きをヲ

きる作戦を立てて，ゲ
目指すことで技能の高まりが図られる。

相B
ームをしよ う 。 時 間や 距離 で挑 戦さ せる。

戦 、~
見方のとりやすいボールを投げたり素

早い動きができたりしている子どもへ，
す 3示範 ・類 似運動 ・模倣

41 ttkJ丞~7
「相手の胸をめがけてなげてたね。」な

る 4挑戦 1 (ドリル ・タスクゲーム) どと称賛する。

[ドリノレゲーム] ぷ玄! 事
ボールの個数やノ4ス位置の距離聞を工

工 -シュート競 争 j .. 区- ~ ，え十長
22竺まち

夫することで，子どもたちは意欲的に取

夫 1分間にチームで何回シュー ト り組み意識の高まりが見られる。

す が決まるか，シュート数で競う。 移動 し ながら 回りこみながら

〈 チームの戦術能を高めるために，チー

る -パス】 ドリブル競争
0役割分担 ・中心になってパスを出すo

ム内や対戦チーム とゲームをさせる。そ

一定距離をドリプルやチェスト 自分たちな ・サイドからパλやシユ」トをする。 の際，攻めの人数を多くして E 攻撃の工

5 パス， ショルダー パ スなどで移動 りの作戦 -早く守りにつく。 夫を目指すようにする。

しながら競争する。

ザ V 
味方からのパスを確実にも らうために

• ¥ 1.  

「相手に重ならないようにするといいよ。J6 [タスクゲーム ] 時
. 3対 2 (攻め ・守り)・5対 5

などと助言をする。

‘b' 
o' ，0 

。

7 5挑戦E 〈 子どもの動く範囲を示すことで，縦や

[運営ルーノレ]・lゲーム (7分 ) O場の設 定 横の動きがより活発になったり ，チーム

8 [得点ルーノレ] Oグ、ノレーフ。の話 し 合 い の作戦を生かす練習へとつながる。

時 -全員シュートボーナス 5点制 作戦をチームごとに立てる 〈 具体的にどんな動き方をするのかを絵

間 -初シュー ト3点制 など選択 -画用紙 関に表したり ，作戦板上で確認させたり

目 6学習のまとめ -作 戦 板 などを使う
する。 自己決定感

1準備運動 0対戦方 法
〈 1試合でも多くのゲームができるよう

生 -手，首， 足，肩など トーナメント方式 にするために，敗者復活戦や順位決定戦

か 2めあての確認 優 勝 などして工夫するようにする。

す
バスケットボーノレ大会 〈 ゲームを盛り上げるために，兄弟チー

9 をしよう 。 ムを作りお互いが応援し合うようにす

時 る。

間 c経験いろいろな対戦の仕方をJ 順位決定戦〈 個人の技能. !レールや作戦の大切さ，

目 させる。 チーム力の高まりなど，具体的な視点を

3ゲーム
基に学習の振り返りをさせることが大切

である。

4学習のまとめ
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W 研究の成果と課題

[1 研究の成果

<本年度 (3年次)研究における成果>

O 示範 ・類似運動 ・模倣を行うことに よって友達の技能の実態を把握でき，その実態

に応じた作戦を立ててゲームをすることで チーム内で一人一人が活躍でき運動に熱

中 ・没頭する姿が見られた。

O 動きの視点を当てた教師の関わりや 互いの動きを見合う形態を工夫し，技能を高

め，次時の学習に生かそうとする姿が見られたことにより 運動意欲を高める指導方

法は効果的であった。

くシ リーズ研究 (1~ 3年次)における成果>

O 子ども一人一人が運動に熱中・没頭する学習内容を設定し，運動意欲を高められる

指導方法を具体化することができた。

O 運動の楽しさを味わいながら学習に取り組む姿が見られた。

l2 研究の課題

O 学習内容を習得させ，体力向上を図るための一人一人の見取り方と指導方法の改善

を図る D

O 体育科学習指導要領改訂に向け 各領域における教育課程を見直す必要がある O
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